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禁断の実についての宗教的考察

小 田 丙 午 郎*

ReligiousHistoricalPointofViewconcerningtheForbiddenFruit

HEIGOROODA

(1978年9月30日 受 理)

は じ め に

主なる神はその人に命 じて言われた.「 あなたは 園のどの木か らでも心のままに取っ

て食べてよろしい.し かし善悪を知 る木か らは取って食べてはな らない.そ れを取って

食べると,き っと死ぬであろう.創 世記2.16-17

創世記はユダヤ教徒の 正典1)(Canon)で あるいわゆる旧約聖書の開巻を占めているだ

けでな くキ リス ト教徒のそれでもある旧新両約聖書の序曲ともなっている.上 掲はこの創

世記に収め られた物語,い な神話である.神 話にはそれぞれの由来があり,類 型がありそ

して歴史において祭儀として,芸 術として 詩歌としてまた哲学 として 潜在し存続 して来

た.上 の神話もまた旧約 と新約の両時代を通 し,殊 に キリス ト教の原罪(OriginalSin,

Erbsunde)と 救済(Salvation,Er16sung)の 教義が 形成される出発点となりカトリッ

ク教会やプロテスタント教会において多岐にわたる論義が交わされて今 日に至っているこ

とは教会史また教義史が実証 しているところである.筆 者が本論文において意図するもの

は上の神話の性格を究明することではな く,多 岐にわたる教義論争の問題点を点出しこれ

を批判するのでもな く,こ の記事の導入されたイスラエルの時代背景を探 り,こ の記事が

象徴する記者の真意に触れることにある.

創世記について

禁断の実 について触れ る前 に,こ れを収蔵す る創世記 につ いて梗概 を述べ なけれ ばな ら

な い.創 世記 はヘ ブライ語原典 は バ 脚8「=(始 原),七 十 人訳(LXX)はrε ンεσ`く(創

造).日 本 語訳の創世記は七十人訳 によ った ものであ る.こ れ は出エジプ ト記 ・レビ記 ・

民数記 ・申命記 と合わせヘ ブライ語 では,う ハ、、hギ リシ ャ語で は2)Pentateuchos,前 者 は

律法 と訳 され後者 は五書 と訳 されてい る.す で に述べ たように旧約聖書 はユダヤ教 の正経

で ある.

そ して この正典の根幹をなす もの は律法,具 体的 には上 に示 した五書 である.一 方創世

記を除 く他の四書 において重大な役割をなす人物がモ0セ(Moses)で あ る ところか ら,

律 法 はモーセの五書 と呼 ばれ,こ れ らの著者がモ ーセその人 と信 じられた時代 があ った.

律 法 の編者がモ ーセでない ことは後 に説 明され るよ うに学者間 の定説 とな っている.に も

かかわ らず,ド イツで はLuther,Martin(1483-1546)以 来 モーセの五書 がそ う命名 さ

れ た精神 に因んでか,モ ーセの3)第 一 の書,第 二 の書 などの書名 を付 してい る.ヨ ー ロッ
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パやアメ リカは別 として日本において五書がイスラエルの民族の発展過程を体系づけてい

ると見た人として内村鑑三をあげることができる.
4)五書は宇宙萬物が創造られてより撰民が国民として存在するまでの歴史である.即 ち

其第一期が出生井に生長であって之を記せる部分が創世記である.其 第二期は聖別期

であって之を記せるのが出埃及記である.其 第三期が規則制定期であって,そ の記事

が利未記である.そ の第四期が砂漠漂流期であって,そ の記事は民数紀略である.そ

の第五期が建設期であって,こ れを記述するのが申命記である.イ スラエル民族の発

展の順序がこの五書において著 しく顕われている.

内村鑑三は五書の相互関連をよく把握しこれに付加すべきことがない.だ が五書は編書で

あっても著書ではない.こ れは五書全部について言えるように創世記においてもまたそう

である.

創世記を読む時,こ れには同一記事が重複 し内容も相違している.他 方この書が救済史

である関係から神名が頻々とあらわれて来 る.そ してその神名はヘブライ原典によれば一

つだけではない.自 ・冒ラ8ま たm沖 など.こ れらの神名の相違に伴ないContextの 文体と

神観にそれぞれの差異があらわれていることを明らかにしたのは18世紀の5)Astruc,Jean

(1684-1766)で あった.彼 は創世記が一人の著者の手になるものでな く二人の 主要な

記者とさらに別の記者の記事が綜会されたものとしその 資料を記者の用いた 神名により

Jahwist資 料Elohist資 料 と名付けそれぞれJとEと の略号を定めた.彼 の学説は祖国

フランスでは支持を得なかったが ドイツにおいて継承され,五 書資料説として学界に公認

されるようになった.な お五書の資料は以上のJとEの 外に6)DとPと の資料が発見され

た.序 にDと はDeuteronomist(申 命記記者)Pと は(PriestlyCode祭 司法典)の 頭文

字である.創 世記はアス トルックに指摘されたJとEと の資料の外にP資 料が含まれてい

ることは今 日では論義の余地がない.紙 数に制限される事情か ら本文はこれ らの四つの資

料について詳記することができない.他 方本文のテーマの禁断の果の記事がJ資 料か ら来

ており,か つ創世記の編者が全体的にJ資 料に優先させて点をかえりみて,こ こではJ記

者とE記 者の紹介にとどあ他はそれらの成立年代を別注に譲ることにする.

イスラエルの文学的著作活動が始 ったのはイスラエル国家の成立,さ らに進んでその全

盛時代すなわち7)David(B.C1002-962)とSolomon(B.C962-922)の 両王朝時代であ

り,口 碑や伝説が文書化され 王家の保存記録が 整理 されまた神殿の祭儀関係文書 も蒐集

された.Jahwist記 者と はこのような イスラエル 統一王国時代の文筆活動を したB・C

8世 紀の記録予言者たちの先駆者である.J記 者が記すところはユダ王国に重点がおかれ

ている.こ れに対 し8)Elohist記 者の関心が向けられるのは北方イスラエルである.人 も

知 るようにイスラエル統一王国は922年 以後,北 方イスラエルと南方ユダと政治的理由や

経済的利害とりわけ宗教的対立のゆえんに永久に分離するようになった.二 つの王国は名

こそ異なれ,い ずれも真のヘブル民族 と信じていた.従 ってE記 者はイスラエルの歴史の

うちにそしてそれを通してのエロ,一一.ヒムの救いを強調 し,ダ ビデ王朝を正統とする南方ユ

ダの立場を批判した宗教的指導者たちであった.自 由に対 し統制が叫ばれ,分 裂か ら統一

の方向への動きがイスラエル民族の間にあ らわれJ記 者とE記 者の立場が止揚されて行っ

た.こ うして9世 紀のJ資 料と8世 紀のE資 料とが綜合の上編集されたのは721年 以降,

バビロン捕囚の586年 以前の間と推定される.こ うしたJとEと の綜合の過程が五書の各

書の成立において起こり最後にJEDPの 四つの資料の編纂の仕上げを見たのは397年 の

Ezraの 第二回のエルサレム訪問の頃であった.思 うに586年 のバビロンによる エルサ レ
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ムの捕囚 はイス ラエルの エジプ トのパ ロの下の奴隷生活 に比せ られ たであろ う.か れ らは

国土 を失 い地 中海周辺 にdiasporaと して散在す る宗教的共同社会 となった.か れ らが選

民 として民族的結束を固 くす るためには神 名や教義や祭儀 に関す る小異 を捨て大 同につ き

差異 の中に類似 を見 出さね ばな らなか った.モ ーセの五書 の成立 には以上 のよ うな ユダヤ

民族 の存亡の危機 が反 映されている.B.C722年 に イス ラエル はア ッシ リヤに滅 され た.

イ ス ラエル の滅 びはその十二部族 の多 くの滅亡 で もあ った.そ してイス ラエル は異民族 と

混血 し歴史か ら永久 に姿 を消 した.い わゆるユダヤ民族 と呼 ばれ るものは南方 ユダの子孫

であ り英語 のJewがJudahに 語 源を有す ることは一 般の常識 とな って いる.

JとEとDとPと の綜合 には南方 ユダ と北方 イス ラエル との統一 が意 図 されていた こと

は上 において説 明 した.だ が北方 イス ラエルが滅亡 してか らはその資料 の綜合 と取捨 の指

導権がユダに移 り,ユ ダのイス ラエルに対 す る優越性 が ここにあ らわれて来 た ことは容易

に察せ られ るところであ る.こ れ もすでに 触れた こと.旧 約聖書 の神 の名は 一 つではな

い.し か しイス ラエル民族 の宗教族 長の信仰,部 族の信仰そ して民族の信仰へ と発展 す る

につれ,神 観 の内実 を 伴 ない遂 に潜 に統一 され るよ うになった 経 過が五書 の 中 にうか

がわれる.

神 名 の変遷 の過程 の詳細 はわ た くしたちには 解 らない.族 長(Patriarch)時 代 の神 は

何 と呼 ばれ たか.十 二部族(tribe)の 神 は同一の名称 で あったか.い ずれ にせ よ神名 は多

数 か ら少数 に,少 数 か ら双数 すなわちJahwとElohimに 縮 限 され たので はなか った ろ

うか.そ して これには南方 ユダ と北方 イス ラエルの対立す る10)政治 的勢力が影響 した こと

が考 慮 されなければな らないだろ う.他 面JahwとElohimと の 間 に二者 の択0,言 い

かえればJahwとBaa1と の対 決が11)エ リヤ(Eliah)に よ ってな された ような 事態が起

こった形 跡はない.た しかに五書 を読 めばヤハ ウエ とエ ロー ヒムの神名が個別的 に用い ら

れてい る個所 があ る.だ がそれに併行 し二 つが同格 として用い られてい るところも少な く

ない.英 語GodJehovahや ドイツ語のGottderHerrに 相 当す るのを原典 に照 応すれ

ばqゆ 讐h買 とな って いる.わ た くしたちは ここに も イス ラエル 宗教が 一 神教(momo-

theism)に 到 達す るまで 一 つの段 階をかいまみ ることがで きるので はなか ろうか.

で はヤハウエとエ ロー ヒムの同時存在 はそのままの形 で継続 したであ ろうか.そ うとは

思 われない.モ ーセが エジプ トにある 同胞 をパ ロの被圧 か ら 救出す る使命を 神 に託 され

た時,神 の 自己宣言 とされてい るの は次の通 りで ある.罵 聡rl購 吊購 これ を英語 はIam

thatIam.と 訳 し ドイツ語 はIchbinderichbi11と している.日 本語訳 聖書 も 「わた

しは有 って有 る者」 と上 に準 じた 訳 出を してい る.因 に上記 は出エジフ。ト記(Exodos)

の3.14か らの引用.こ れ に続 き神の 自己宣言 が続 け られ,そ れを結ぶの は 下記 の章 であ

る.

自》物 ㍗ψ甥 英訳聖書 と ドイッ訳聖書 と 日本記 の訳文 を併 せ英訳 と独訳 とあげればThis

ismynalneforever.DasistmeinNameinEwigkeit.こ れ は永遠 に私 の名 である.

ヘ ブライ語 は右か ら左 に読 む.ま たこれ には子音(Consonant)だ け で母音(Vowe1)が

な い.自?物 ㍗7「!Jahwの 正 確 な読 み方 は 知 られない と言 う.前 文に掲げた12)「 エ ーイ

エ ・ア シェル ・エーイ エ」 は語 呂においてヤハ ウェに類似 しまた語義 にお いて一一神教 の神

観 に応わ しい点か ら時 の経つ に従 って,神 の属性が神 の名 とされ たのではなか ろ うか.そ

のことのゆえ にもJahwist記 者 はElohimist記 者 に優先す る地位 を五書 の編者 か ら与

え られ たで あろう.前 文 によって五書の文書 の構成 を略述 しそれ に関連 し,な かに含 まれ

る創世記のJ記 者の立場を地位づけて来た.
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創 世 記は原典 において50章 に 区分 されてい る.そ の詳細な 内容 の綱 目は補注 の13)注解 書

にゆず り,筆 者 は本文 に必要 とな され る範 囲での素 描 にとどめてお く.こ れ は神(エ ロー

ヒム)に よ る天地 の創造.15)ア ダ ムとエヴアの 人祖 の出現.人 祖の堕落.人 類 の地上分

布.ア ブラハムの選別.十 二 部族 への分割.さ らに別 言す ることが許 され るな ら,神 によ

る自然史 と人類 史 と選 民史 とに要約 す ることはで きないで あろうか.歴 史 には周辺 と核心

とあ る.創 世記 の核心 は何 か,そ れは選民 イス ラエルの起源で あろう.J記 者 の本名 は全

く不明であ る.新 約 聖書 の中の14)ヘ ブル人への手紙の発信者が謎の ままに包 まれて いるの

と,こ れは正 に対比 的であ る.日 本 において も旧約 聖書の一般解説 もJとEと につ いて は

必 ず触 れ,そ の類似 と相違 を説 明 してい る.こ のゆえわ た くしたちはこの文 において はた

だ一 つを取上 げ ることにす る.そ れは両 記者の立つ執筆環境 につ いて.J記 者 の関心事 は

南方ユダ,こ れに反 しE記 者 のそれは北方イス ラエル に関 して いることは前 に記 した.ユ

ダヤの歴史はオ リエ ン ト(Orient)に 特 異 の地位を 占めて いる.こ の国 はオ リエ ン トで

は文字通 り弾丸黒子の地であ った.古 代オ リエ ン トの大国 エジプ ト・アツシ リヤ ・バ ビロ

ン ・ペル シャはイス ラエルを圧迫 し征服 し捕囚 し占領 しなが ら遂 に歴史の舞台か ら姿 を消

し,国 土は例外な く異民族の活躍の場 と化 した.こ れ とは全 くあべ こべ なのはイス ラエル.

1948年 に建国を見た イス ラエル共和国の 人民 ユダヤ人 の 先 祖が前587年 以 年16)diaspora

と して世界の各国 に寄寓 した ユダヤ人で あることは先 に述べ た.で はイス ラエルの選民史

と しての創世記は この 民族の 起源 を どのよ うに 記 してい るか.古 代社会 においては部族

(lribe)の 名 はその代表者 である 族 長や首 長の 個人名を付せ られ た.ユ ダ もその例であ

る.そ してその次第が記 されてい るの は創世記49章 で ある.こ こは創世記 の結尾.臨 終の

族長ヤ コブ(Jacob)が 長 子ルベ ン(Reuben)を 始 め とす る 十二人の子 らへの 祝福 が予

言 されてい る.ル ベ ンに始ま る祝福の予言 は末子 ヨセブ(Joseph)に 終 わ り,そ れぞれ

詩形をな し2節 か ら27節 に及 び28節 に至 り,す べて これ らはイス ラエルの十二 の部族 であ

ると付記 されてい る.12部 族 への祝福を逐一掲 げること も紙面 に制限 されてい る.十 二 部

族の うち祝福の行数が多 く当て られてい るの はユダで ある.

ユ ダ よ,兄 弟た ちはあなたを ほめ る.

あなたの手は敵の くびを押え,

父 の子 らはあなたの前 に身をかがめ るであ ろう.

ユ ダは ししの子.

わ が子 よ,あ なたは獲物を もって上 って来 る.

彼 は雄 じしの ようにうず くまり,雌 じしの ように身 を伏せ る.

だ れが これを起す ことがで きよ う.

っ え はユダを離れず,

立 法者のつえ はその足の間を離れ ることな く,

シ ロの来 る時まで に及ぶであ ろう.

も ろもろの民 は彼 に従 う.

彼 はその ろばの子をぶ とうの 木 につ なぎ,そ の雌 ろばの 子を 長 きぶ と うの 木につな

ぐ.

彼 は その衣服をぶ とう酒で洗い,

その着物をぶ とうの汁で洗 うあ ろう.

その 目はぶ とう酒 によ って赤 く.

そ の歯 は乳 によって 白い.



30 奈 良 大 学 紀 要 第7号

訳文が原意と相去るのは日本文だけではない.上 に因み一つを指摘 しておく.ユ ダよ,兄

弟たちはあなたをほめる.こ れに照合 される原文は下のようである.
"鴨罫『「猶 冠 て腿 祠 順腿 躍 「

原文において韻律をなしている微妙な語感は英語また ドイツ語に表出されないところにヘ

ブライ文学の独 自なものがある.

0方 上掲はユダの祝福の予言である.日 本語の17)予言は字のように未来の出来事を事前

に告知するかのように受け取られる.こ れはイスラエルの予言者の半面であっても全面で

はない.な るほど予言者には神のさばきやす くいを事前に予告 したものもある.が その半

面イスラエルの歴史の事後の現実は過去の神話や 物語の形式で 予言されている場合もあ

る.

ユダへの祝福の予言もこれである.創 世記を繕 くに当たり,わ たくしたちがおのおの章

や節にわたり構成資料の類別と吟味とを行なわなければならない.ユ ダへの祝福の予言が

J資 料に基いていることは同書の注解者たちに異論を呈せ られないところである.で は族

長ユダの口に託された予言に呼応するイスラエルの歴史の時代はいつであったろうか.J

とEの 両記者の活躍 した世紀はこれまでに略記 して来た.ユ ダの族が十二部族を統一 した

のはダビデ王朝の時であった.ダ ビデはユダ族の出身.ダ ビデの出現す るまでは,ユ ダ族

はイスラエルの歴史の舞台に登場 しなかった.彼 はベニヤミン族出身者,イ スラエル王国

の祖代の王サウルのペ リシテ人征服が未遂のままに終わった後を受けイスラエルの外敵モ

ァブァンモン,(Moabammoni)を 討代 し最後には宿敵ペ リシテ人(Philistia)を 降服

させた.こ うしてダビデはイスラエルを外部の侵入から守 り十二部族を統0し その政治的

功積と軍事的手腕に加え多聞的な人間性 と父祖の信仰への忠実のゆえに当代はもちろん18)

後世までその余徳を称えられた.こ れに付記すればダビデは言 うまでもなくイスラエル王

国の顛未を記すのはサムエル19)書(上 下二巻)で ある.こ れにはダビデ王家への神の永遠

の祝福が予言者ナタンを通 して与えられている.

あなたが日が満ちて,先 祖たちと共に眠る時わたしはあなたの身から出る子を,あ な

たのあとに立てて,そ の王国を堅くするであろう.彼 はわたしの名のために家を建て

る.わ たしは長くその国の位を堅くす るであろう.ダ ムエル記下6.12-13

こうしたダビデ王家への祝福の約束を創世記のJ記 者の筆とされる 「わたしはあなたを大

いなる国民とし,あ なたを祝福し,あ なたの名を大きくしよう.あ なたは祝福の基となる

であろう」の節と照合させる時歴史上の実在人物ダビデが物語上の主人公アブラハムに神

か らの祝福において互に呼応し合っている読後感をいだかされられる.

疑もな くダビデは神か ら祝福された.彼 は,だ が,神 か らの栄光には浴さなかった.神

か らの栄光は彼か らの祝福と同0で はない.彼 は忠実な臣下 ウリヤの妻バテシバと20)姦淫

を行なった.そ れに関連した事後の彼の措置には何人からも寛容を得 られぬものがない.

これと符帳を合わせたような 記事がユダの父祖について 載せ られている.ダ ビデの息子

の21)嫁タマルと交わした不潔な振・:.は一時のたわむれとは言いながら嫁に彼の胤を宿らせ

る結果となった.国 王ダビデと族長ユダとはこのように救済路線においてその償いがたい

罪過において神か らの祝福にあずかっている.

五書はイスラエルの選民の救済史である.イ スラエルはその歴史の中にまたそれを通し

てその選民意識には高低の波のうねりを繰返している.か れらは現在か ら過去へ湖源し,

これと表裏 して過去か ら現在へと航行 して来た.か くかれ らが過去と現在との絶えざる対

話をすることにより,か れ らは古代世界における最初の歴史哲学を持つ民となった.他 面
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かれらはオ リントの諸国の興亡の跡を顧み,自 国の世界史に占める地位をすることができ

た.人 がかれらの自己認識の告白として引用するのは五書の結論とも言われる申命記の二

六章の五節から十節までである.今 はその0部 を紹介す ることで 満足 しなければな らな

い.

わたしの先祖はさす らいの0ア ラムびとでありましたが,わ ずかの人を連れてエジプ ト

へ下 って行って,そ の所に寄留 し,つ いにそこで大きく,強 い人数の多い国民になりま

した.

以上はイスラエルの選民意識の波の高まりである.

イスラエルは重ねて,過 去と現在とを対話させた.そ れと表裏 してかれは神とその民 と

しての対話を繰返 した.こ れによりかれ らの歴史哲学は22)救済史となった.ま たこれによ

りかれ らの選民意識の高まりは自己抑制の低さをもたらした.か れ らの民族生活の究極の

規範である23)モーセの十戒は神の自己宣言に始っている.

わた しはあなたの神,主 であって,あ なたをエジプ トの地奴隷の家か ら導き出した者で

ある.出 エジフ。ト記20.2

これに絡み 原文の中の神の名をあげれば,司 ・わ獅賛 前者は英語のJehovahに 当たり旧

い日本の文語訳はこれを用い.現 行訳は上の主であり後者はあなたの神の訳語.世 にいう

頭が上 らないとはイスラエルの神に対する歴史的回顧の場合であった.

この章を終える前に,わ たくしたちはJ記 者について一つを付記 しておかなければな ら

ない.思 うにJ記 者はダビデ王朝の隆盛期に文筆家として活動 しなが らも,王 朝との接触

は殆ど持たなかったであろう.彼 は文字通り宮廷顧問に等 しい役割を した24)予言者ナタン

とは反対の環境に住んでいた.彼 はダビデ王朝の繁栄を如実に目撃する半面これに秘宝の

腐敗を端的に看取した.彼 はナタンがダビデの背信行為を面前で断罪したのに反し,過 去

の史実を提示することによってこの王朝に警告を与えたのではなかったろうか.

彼は口伝や文書を手懸りに現在から過去に潮反 しさらに過去から現在に航行してユダの

歴史の流れに神への背叛を看取 した.そ して後はヨハネの黙手録の記者のように25)π6θεッ

πεπτωκαζと自問 したであろう.彼 が自問を繰返 して示された結論は人類の起源にあった.

人類の始源にまた人間の自由それ自体のうちにこの堕罪が胚胎 していたとは彼の独自の史

観でありまた神学であった.

禁断の実

再び上掲の所題とテキス トに.上 が神話であり,そ れがオ リエントの諸国のそれに影響

されており,そ してこれとかれとの比較を丹念に研究 したのがHooke,S.H.で あり,吉

田泰訳として 「オ リエント神話 と聖書」 と言 う書題で 出版されている.こ の書が原名の

MiddleEasternMythology,(1963)に 示されるように,メ ソポタミヤ ・エジプ ト・ウ

ガ リット・ヒツタイ トの神話を紹介 しそれらの相互関連を研究 している点において注目に

値する業績であろう.本 書はそれにもかかわらず,い な,そ の研究領域の関係の性質から,

禁断の実の解釈には墨絵の筆致のごとく極めてあっさりと触れているにす ぎない.

筆者は同上の書に教えられながら禁断の実の脚光を先ず旧約聖書に求めて行 きたい.エ

デンの園に因み生命の木と善と悪とを知 るがあげられている.原 始時代においては木の実

が主食であり,野 菜は地が呪われてか ら生 じるに至 ったと信 じられていた.事 は創世記

の記事か ら明 らかである.

この一事だけを示 しこの記事の寓意を探ることにする.一 体 この木の働きである善と悪
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を知 るとは何を意味 してい るであろ うか.上 の語 についてDriverS.Rは 次 のよ うに説 明

を して いる.

注Theknowledgeofgoodandevi1-implyingthepowertodistinguishthern,

andestimatingeachatitsproperWOrt11,-1Sacapacityriotpossedbylittle

children(Dt.1.39),butgraduallyacquiredbythem(ls.Vlli5.16),and

accordinglydeficientinsecondchildhood(2S.XIV17');itisserially

necessaryforajudge(ling1119),andispossessedinapre-eminent

degreebydivinebeings(ch.iii5.22)andangels(2S.XIV17)

Driverの 解 説 は大 まか に3つ に大別 され る.第0,一 般 人 と して の常識.第 二,司 直 の

士 と して術知.第 三超人性.彼 は旧約聖書 は言 うに及 ばず注解書 の多 くを渉猟 した碩学.

彼 の要約 には反論す る余地 がない.と りわけ第三 は後 に改めて取上 げたい.こ こで私 見を

述 べれば,善 と悪 とは倫理 的な概 念ではな く,む しろ吉 凶や禍福や利得や損失 を指す ので

はなかろ うか.

イス ラエル宗教の特質 として強調 されなけれ ばな らな いもの は26)宗教 と予言 との結 びつ

き,高 い神観に付随す る高い倫理,正 にdessingを して人類 の教育 と 叫ば しめた他 の民

族 に類例のない精神遺産で あった.事 が ここに至 った のは8世 紀 の27)記録 予言者 たちの出

現 の時代 であって それ まで はイスラエル は民族 と して の苦難 による浄化 の るつぼを通 らな

ければな らなか った.な おこの民族 の倫理生活 も歴史 の開幕 にあ っては他の未 開人 と五十

歩百歩 であった.イ ス ラエル人 の倫理 の段 階に即応 してい るかのよ うに,神 の名において

命 じられた託宜 には意想外 のものがある.

今 行 ってアマ レクを撃ち,そ のすべての持ち物を滅ぼ しつ くせ.彼 らをゆ るすな.男 も

女 も,幼 な子 も乳飲み子 も,牛 も羊 もらくだ もろば も皆殺せ.サ ヘ エル記上15.3

これ は神に油を注がれて初代の イス ラエル王 とな ったサ ウロに予言者サ ムエル の口を通 し

神 が命 じた言葉で ある.サ ウル は しか し神 の言葉 に従 いつつ もそれ を取捨て敵 に対 して臨

機応変 の手心 を加えた.そ の結果 は神 を してサ ウロを王 と した ことを悔 しめた.

この後 サムエル はサウル に次 のよ うな訓告 を与 えて い る.

主 はそのみ言葉 に聞 き従 うことを喜 ばれ るよ うに烙祭 や犠牲 を喜 ばれ るであ ろうか.

見 よ,従 うことは犠牲 にま さり聞 くことは雄羊 の脂肪にま さる.サ ムエル書 の記者によ

れば同書15.22

サ ウ ロの罪 とは神命に対す る無条 件的服従ではな く付帯条件づ きの服従で あった.こ のサ

ウル の場合 はその ままアダ ムとエヴ ァのそれではなか ろうか.黒 崎幸吉 はこの消息 を下 の

よ うに記 して余す ところがない.

28)然 らば如何 なる点 がアダムとエバ の罪で あるか とい うにこれ全体 よ り見て 明 らか なごと

く,神 の言葉 に不従順 な ことがその罪 であ ったのであ る.神 の御言 の内容如何 は問題 で

はない.不 従順 な りしことそれ 自身 が罪 の全体で ある.

ア ダム とエヴ ァの禁令 を破 らせたのは蛇のそそのか しとされてい る.こ の蛇がサ タンを

象徴す るとい う神学的立場 に立つのは ヨハネの黙手録29)の 記 者であ る.こ れが非 とさるべ

き理 由はない.だ が編集 された時代の背景に着す る限 り,蛇 を悪魔 と同一視す ることには

首 肯 しがたい ものがあ るのではなか ろうか.サ タンの存在が イス ラエル宗教 の中に受 け入

れ られた のはJ記 者 の時代 に遙か に後れ たユダ のペル シア帝国 の支配下 にあった世紀で あ

ると言われ る.

蛇 の原語 は 噴ゆ これ にはdivinationの 意 味が ある.divinationと は 占い.易 断に
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代表 される一切の呪術行為が意味されている.わ たくしたちが創世記と表裏 させて緬いて

来たサムエル書に再び帰ろう.こ れにはサウロからダビデへの王権の推移の経緯と理由が

書かれている.も し人が私行の一点にしぼるならば非難さるべきはダビデであってサウル

ではない.不 思議なこと.サ ムエル書の記者にはこの事実が無視され王冠はダビデの頭に

かぶせられた.そ の理由は上述 した通り神への服従のあり方にあった.サ ウルは神に捨て

られた.言 いかえれば彼 と予言者サムエルの関係が不調になった.サ ウル30)は神に帰ろう

と必死になった.こ うして彼が頼みの綱 としたのは霊媒者であった.サ ウルがこのような

王として醜体を演 じたのは,そ の口寄せのDriverの 言に従えばその超人力に信 じ入った

ゆえではなかったろうか.

む す び

繰返 して言 えば,イ ス ラエルの十二 部族 が統一 され民族 と して独立 したのはサ ウロ王朝

以後であ る.砂 漠を漂浪 す る半遊牧民 のイス ラエルがヤハ ウエの約束 のまま乳 と蜜 の流れ

るカナ ンに定住 したのは この時.か れ らは この地において高度な農耕社会 の文化 に接触 し

た.か れ らはダ ビデの軍事 的手腕 によ り 隣…国の 外敵 の脅威 か ら 解放 されたのは 前述 の通

り.そ れだけではな く,か れ らはダ ビデに次 ぐ賢王 ソロモ ンの平和的外交政策 によ り繁栄

の絶頂 に達 した.

1世 紀 の ローマは武力によ ってギ リシアを征服 した.ロ0マ31)は しか し文化 にお いて は

詩人ホ ラテ ウスの歌 ったよ うにギ リシアに制圧 された.イ ス ラエル の建国 はこれ とは全 く

うらは らであ った.こ の時代にはイス ラエルは32)鉄 器 時代 に入 り,か れ らは戦車 の製造 と

使用 とをカナ ン人に学 んだ.か れ らの戦術 は進んだ.そ れ と同時にダ ビデ と33)ゴ リアデ に

見 られた聖戦的性 格はイス ラエル軍 か ら失れた.か れ らはヤハ ウエの選民 と して,ヤ ハ ウ

エをかれ らの王 とした.こ の国は祭政一致,そ のままの祭政で あった.イ ス ラエル の王朝

とはかれ らの34)敵 国 の国制 に 肖った もの.

ヤ ハ ウエは天地創造 の神であ り,異 邦の神 々のよ うに神殿を必要 と しなか った.敬 慶な

ダ ビデに代 って立 った知恵 の人 ソロモ ンは多数の労働者 と巨大な出費の犠牲 において エル

サ レムに神殿35)を 造 営 した36).イ ス ラエルの神はカナ ンの神バール と合祀 され その人格的

倫理 的性格 が奪 われ 自然 的官能 的な祭儀 が営まれ るよ うにな った.

このイス ラエルの王制 を選 んだのは外 な らぬイス ラエルの民 自身であ った.予 言者サ ム

ェルは この民衆 の世論 をせ きとめた最 後の人であ った.人 定 って天 に勝つの言の ごと く,

サ ムエルの抵抗 は空 しく終わ った.

37)民が
,す べてあなたに言 う所 の声 に聞 き従 いな さい.彼 らが捨て るのはあなたでな く,

わ た しを捨 てて,彼 らの上 にわ た しが王で ある ことを認めない.サ ムエル上11.11

サ ム エル書 の記者 の発言 に応え たのは8世 紀 の予言者 ホセアの下 の言葉 であ る.

彼 らのすべ ての悪 はギル ガル38)に あ る.

わ た しはか しこで彼 らを憎んだ.ホ セァ9.15

イ ス ラエル の歴史がSacra39)とSaeculaの 二 つの方向をた ど るよ うになったのはその建

国以来で ある.

J記 者 は こうしたイス ラエル民族 の聖 な る宗教 国家 か ら俗な る次元国家への転落の過渡

期の時代精 神へ の抗議者 であった.す でに上述 された善 と悪 とを知 る木の実 とは こう考え

ればカナ ン人宗教また文化を隠喩 してい ることは容易 にうけがわれ るので はなか ろうか.

そ してアダム とエバを誘 った蛇 とはカナ ン宗教の時め く代表者であ った ろう.
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終 わ りに,イ ス ラエル にお いて は神命 にはモーセの十戒 に見 られるよ うに命令者 か らの

理 由は付記 されていない.先 ず行 なえ.こ れがユダヤの倫理 の一般通念 であ った ことはイ

エスに永遠 の生命 を嗣 ぐ次第 を訊 ねる時40)7!ara80yπ0`ヵ σω… 二如何 る義をなすべ きで し

よ うか と始 めている ことか らも うかがわ れる.

パ ウロの告 白す る律法 は41)聖 な りとの 命題 もこれ を 伏線 としたのであろ う.善 とは何

か.こ う問い この問に納得す る答を待 って行動す るギ リシャの倫理 とユダヤの倫理 との問

にはは っきりと一線 が 通 されてい る.で はイス ラエル の 精 神史において 律法 を至上命令

(KathegorischeImperative)と して打 出 したのは誰 か.創 世記 の禁断 の実 の記事 は竜

を画いて点ぜ られた晴の役割を してい るのではなか ろうか.
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TheInlernationalCriticalCommentaryGenesisp.LXV-LXVI.

拙 稿 歴史 の一 回 性 へ の 接近 奈 良大 学 紀 要1976P.65-67.

Oコ寧 は 男 の意 味.文 語 訳 日本 の聖 書 が ア ダム と固有 名 詞 に して い るの に対 し 『語 訳 が 普 通名 詞

に訳しているのは原語に忠実を期 したためであろう.

16.ギ リシア語.散 らされた者の意味.パ レスチナ本土に住むユダヤ人とは違いかれはヘブライ語や

アラム語を使わず当時の国際語Koineギ リシア語を話 した.

17.

OO

Q
)

∩
)

引⊥

9
臼

i⊥

寸⊥

9
白

り
自

9
白

一般には予言と訳されている.が 浅野1頂一著 「予言者の研究」にあやか りこの訳に従 う.

マタイによる福音書1.1参 照.

D記 者 の執筆.ダ ビデ伝は上の後半と下の全体

サムエル後書11-12.

創世記38.こ れはJ資 料参照.

Heilsgeschichteの 訳,世 界史をキリスト中心主義な立場で解釈する神学.こ れが神学用語とな

った の は ドイ ツ のHofmann,JohannChristianKonradvon(1810-77)以 来 の こ と.

24.創 世 記3.17-18.

25.WestminsterCommentariesTheBookofGeness1911p.41.

26.ProphecyandReligionbySkinner,J1922p.1.

27.ア モ ス 以後 の予 言 者 を こ う呼 ぶ.彼 以 前 の 予 言者 の言 葉 口伝 ま た伝 承 とな っ た のに 反 し,こ れ か

らは予 言 者 の言 葉 が記 録 され 文学 形 式 に組 み 入 れ られ た.
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黒崎 幸 吉 著 作 集6サ タ ンの誘 惑 に対 す るア ダ ム とキ リス トp.345.

ヨノ・ネ の黙 示 録12.7-9.

サ ムエ ル 記 上28.3-25.

GraeciacaptaferumvictoremceptetartesintulitagrestiLatis敗 られ しギ リシ ア は檸

猛な征服者を捕えホラティウスの書簡草昧なラチウスに技芸を導入 したり.私 訳.

.サ ム エ ル 書 下2.1-4参

照.

40.マ タ イ に よ る 福 音 書19.16.41.ロ ・一マ 人 へ の 手 紙7.12.

本 文 に 使 用 し た 底 本01dTestamentHebrewandEnglishTheBritish&ForeignSociety

1961.KregelReprintlibraryInterlinearHebrew-EngliskOldTestamentGenesis-

Exodoys1975.

2

3

4

5

6

7

8

9

3

3

3

3

3

3

3

3

サ ムエ ル 書 上13.19.

サ ムエ ル 書 上16.

AncientIsraelbyRolanddeVauxVol.1p.92-99.

列 王 紀 上6.参 照.

浅 野 順 一著 予言 者 の研 究P.14-18.

サ ムエ ル 書上 に は王 制 を支 持 す る記 事 も あ る.9.1-10.

サ ムエ ル 書上13.4,7.

ダ ビデ の 王位 は予 言 者 か らの注 油 で は な く,ユ ダ の人 々 の支 持 に よ った

Summary

Manythinysaretobediscussedconcerningthetreeoftheforbiddenfruit

Butthewriterhassummarisedtheminthetwo:namely,oneisthereason

whyAdamwascondemnedbyGodineating:andtheotheristhemeaning

Whattheserpentexpressedinsymbolicalformis.Heshallbehappyifany

suggestionisofferedbythecordialreaderinthisshortpaper.


